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ご挨拶 

 

 
 
 
 
 
 
 

       会   長       

並 木 鷹 男            

 
 
新年明けましておめでとうございます。 

ご健勝にて輝かしい新年をお迎えになられたこととお慶び申し上げます。日頃

から、関係機関、諸団体並びに会員の皆様方には格別のご高配とご協力を賜り厚

く御礼申し上げます。 

昨年の国内経済は、活況を呈するアジア経済に牽引され、外需関連企業を中心

に景気の拡大が続き、個人消費も堅調に推移しました。建築着工数も増加し、設

備投資意欲も向上して漸く我々中小企業にも景気の恩恵が、と楽しみにしていた

矢先、サブプライムローンの焦げ付き問題に端を発した米国経済の減速と、改正

建築基準法の施行による審査の長期化や申請の遅延による建築着工の大幅減少な

ど、後半の建設投資に大きく影響を及ぼしました。ただし、要因は制度変更に伴

う手続き上の問題であり、建設投資の意欲が衰えているわけではないので、本年

は滞っていた分の反動増も見込め、縮小が続く公共投資を除けば、個人消費、設

備投資と言った内需関連に大きな期待をしたいところでございます。 

折角持ち直してきた景気の恩恵を、我々業界も同様に享受するためには、市場

の変化に対応して自らを変革し、馬鹿げた過当競争、不当なダンピング受注を直

ちに是正し、優良な建築生産品を後世に残すという本来の立ち位置に戻るべきで

はないでしょうか？私達は、県民、消費者の立場に立ち、正当な競争からコスト

を低減するのは勿論の事ながら、企業としての適正利潤を追求し、その原資の中

から未来を背負って立つ優秀な若手技術者を育てていかなければ、この業界に未

来は来ないし、施工品質の悪化や工期の遅延など、広く県土の基盤整備に支障を

来たす事も憂慮されております。 



このような環境のなか、本協会は業界全体のレベルアップを図りつつ、事業の

運営に関しましても抜本的な改革を推進し『技術と経営に優れ、社会から必要と

される協会』を目指して本年も邁進致します。 

「災害応急支援体制の強化推進」に関しましては、県並びに県水道局と締結し

た災害応急・復旧に関する協定、及び神奈川・埼玉両県電業協会との相互応援協

定に基づき、災害時の支援体制の充実強化を図り、協会組織として万全の態勢で

社会に貢献して参ります。 

又、発注量が激減する中、県内企業育成の見地から千葉県の発注する下水道プ

ラント工事等に関しましても大手プラントメーカーとの JV発注を、今後も関係諸

機関に粘り強く要請して参ります。 

各種の経営講習会・技術講習会の開催、後継者育成事業の推進など「会員企業

の経営基盤の確立」に関しましても重点的に取り組み、「公共工事の品質確保に関

する法律」への対応など「新分野・新技術への挑戦」を更に推進致します。 

建設業界は大きな転機を迎え、未だ明確な未来像を描けない今日、『本協会の存

在価値』について会員の皆様から多くのご意見をお聞かせ頂きました。又、三県

連絡会議でも各県の現状と将来像について相互に研究する機会も設けました。特

に本年は、未来を託す若手二世経営者の皆様のお力をお借りし、これからの本協

会のあり方を模索、未来への Vision 創りを推進致したく存じます。 

業界を取巻く社会環境は必ずしも順風ではありませんが、業界の発展と地域社

会への貢献のために、本年も協会の総力を挙げ、尚、一層の努力を傾注いたす所

存でございます。何卒、関係機関の益々のご指導とご鞭撻をお願い申し上げます。 

末筆ながら、本年も皆様方の益々のご繁栄とご健勝をご祈念申し上げ、新年の

ご挨拶といたします。 

 



ご挨拶 

 

 
 
 
 
 
 
 

       千葉県知事       

堂 本 暁 子   

            

あけましておめでとうございます。 
協会の皆様には、健やかに新春をお迎えのことと存じます。 
今年は十二支の最初に数えられる「子」の年です。「子孫繁栄」の意味があり、

少子化の時代には喜んで迎えられる干支に違いありません。子どもだけではなく、

千葉県の経済の繁栄、文化の隆盛も期待したいところです。なにより、県民のお

一人おひとりが、豊かさを実感できる「子年」になるよう年の始めに当たり、心

から願っております。 
千葉県は、昨年の「ちばデスティネーションキャンペーン」で、地域のさまざ

まな団体、企業、ＮＰＯ、市町村とともに考え、ともに取り組むことで、大きな

成果をあげることができました。 
 今年は「早春ちばめぐり‐房総発見伝春‐」が元旦からのスタートです。今回

は「初詣めぐり」「早春の花めぐり」など８つの「めぐり」を用意し、県内外から

のお客様に、広く県内をめぐっていただけるよう趣向を凝らしました。 
地球温暖化問題は、いまや人類にとっての最重要課題です。県では、地球温暖

化防止と生物多様性の保全に一体的に取り組むため、新しい「環境基本計画」と

「（仮称）生物多様性ちば県戦略」を策定し、県政すべてに環境の視点を取り入れ

て、環境問題に対する千葉からの取り組みを広く県内外に発信していきます。 
このほか、全国屈指の農林水産県として農業産出額第２位を奪還し、力強い「農

業王国ちば」を確立するための販売と生産の両輪の一体的な推進や、本県経済の

更なる発展を図るための中小企業支援や人材育成・確保、本県経済のリード役と

なる産業の強化・集積などを進めます。 



 さらに、全国で初めて健康・医療・福祉の分野を連動させ、一体的に取組むこ

とで「健康県ちば」の実現を目指すほか、災害や犯罪などに対する安全・安心の

確保にも努めてまいります。 
今年は、県の中長期の基本方針「あすのちばを拓く１０のちから」で掲げた、

平成２０年までの目標を実現する締めくくりの年です。選択と集中を図り、県民

と行政の協働を一層推進して、ふるさと千葉の未来を切り拓いていきます。 
そして、真に県民が県政の主役となる２１世紀型の地域社会の実現を６００万

県民の皆様とともに目指していきたいと思います。 
会員の皆様には、県民の安全で快適な生活と県内の産業基盤を支える電気工事

の専門家としての立場から、本県事業の推進に御協力いただきますようお願いい

たします。 
結びに、協会の今後ますますの御発展と、会員の皆様の御活躍をお祈り申し上

げまして、新年のあいさつといたします。 
 



ご挨拶 

 

 
 
 
 
 

「誰もが安心して暮らせる県土づくり」 

       県土整備部長       

古 川 巖 水         

 
新年あけましておめでとうございます。 

協会の皆様には、希望に満ちた輝かしい新春をお迎えのことと心からお祝い申

し上げます。 

さて、昨年を振り返りますと、県土基盤整備の進展を示す、明るい話題がいく

つか見受けられました。 

一つは、県内の高速道路ネットワーク化が大きく一歩踏み出したことです。 

昨年３月に、首都圏中央連絡自動車道（圏央道）の木更津ジャンクションから

木更津東インターチェンジ間７．１キロメートルが県内で初めて開通しました。

７月には、館山自動車道が全線開通し観光客が増え、南房総は活気づいています。 

また、成田国際空港のアクセス強化を図る北千葉道路の印旛成田間の全線が昨

年事業化され、平成２０年代半ばの供用に向けて整備を進めています。 

さらに、つくばエクスプレスも開業から２年経過し、沿線では、地域の特性を

活かした、産学官が連携したまちづくりが進められています。 

ここで、今年進展が見込まれる事業と、今後の県土基盤整備の基本的な考え方

について申し上げます。 

まず、この春に、東京外かく環状道路（外環
がいかん

）の一般部（国道部やサービス道

路等）の一部が開通します。また、銚子連絡道路は、地元協力を得ながら今年事

業着手する予定です。 

さらに、市川三番瀬・塩浜地区において、安全かつ生態系に配慮した護岸改修

を進めています。この他にも治水安全度を高める河川の整備、物流機能を強化す

る港湾の整備などの基盤整備や、つくばエクスプレス沿線整備や景観まちづくり



など個性ある地域づくりに取り組んでまいります。 

今、時代は大きな転換期を迎えています。社会経済情勢の変化に適確に対応す

るため、高齢者、障害者、こども、女性など誰もが安心して快適に暮らせる県土

づくりが強く求められております。 

このため、災害に強いまちづくりを進めるとともに、自然環境の保全と再生に

十分配慮した河川・海岸の整備や土砂災害対策など自然災害の防止に取り組んで

まいります。 

また、持続可能でコンパクトなまちづくりの支援を行うとともに、道路・建築

物のユニバーサルデザインを推進し、併せて豊かな環境と美しい景観を保全・創

造し、生物多様性の視点を踏まえるなど、時代の転換期に相応しい県土づくりを

進めます。 

建設業界を取り巻く環境には大変に厳しいものがあります。しかしながら、皆

様が担っておられる電気工事業は、基幹産業である建設業の一翼を担い、県民生

活の向上や産業の発展に不可欠な業種として、重要な役割を期待されております。 

皆様におかれましては、引き続き会員相互の連携を通じて、技術力・経営力の

向上に努められ、県土整備の推進につきましても、なお、一層の御尽力を賜りま

すようお願いいたします。 

年頭にあたり今年１年が、災害のない平穏な年となることを、そして会員の皆

様にとって、健康で幸多き年となることを祈念し、新年のあいさつとさせていた

だきます。 

 



ご挨拶 

 

 
 
 
 
 

「設備検査業務について」 

       技術管理課設備検査室長 

田 中 俊 雄         

 
 

 新年あけまして、おめでとうございます。 

 社団法人千葉県電業協会の会員の皆様方には、平素より県発注工事の検査業務

に関しまして多大なご理解とご協力を賜り、厚く感謝申し上げます。 

 私たち技術管理課・設備検査室の職員が会員の皆様と接する機会は、工事にお

ける完成及び中間・出来形検査のみですが、当課の業務内容は検査業務を含め、

①建設技術に関する調査及び指導に関すること、②工事及び委託設計業務等の検

査及び指導に関すること、③設計積算及び積算基準に関すること、④建設工事仕

様書の調整及び建設工事の技術基準等の調整に関すること、⑤工事の安全対策に

関すること等があります。その中でも設備検査室は、知事部局、水道局、病院局、

企業庁及び教育委員会並びに警察本部発注に関する設備工事・委託設計業務等の

検査が業務内容となっております。 

 検査対象が多岐にわたることにより、設備の中でも建築設備の経験しかない私

にとっては、戸惑いも沢山あります。特に水道局の浄水場、下水道事務所の汚水

処理場等のプラント工事では、高価な材料と大きさに、農林振興センター、港湾

事務所の排水機場では、排水ポンプ、除塵機及び制御版の大きさに驚かされまし

た。 

 下水道終末処理場における出来形検査があり、稼動前の処理場を見ることが出

来ました。稼働中の処理場は汚水の撹拌とバッキのための気泡が水面を漂ってい

る風景を想像しておりましたが、槽内に設置された撹拌機の大きさと、取り付け

られた器具の多さと巧妙さ、また、バッキのための送気装置の精密なこと、そし

て防錆のため銅版を使用した越流堰、長大な汚泥掻き揚げ装置など見識を深める



ことができました。           

 千葉県では入札に関し平成 19年度「総合評価方式」を実施しております。価格

と品質で総合的に優れた公共工事を実施する手法として、この方式を適用するこ

とにより、公共工事の施工に必要な技術的能力を有する者が施工することになり、

品質の確保、工事目的物の性能・機能の向上、長寿命化、維持修繕費の縮減等が

図られることにより、現在かつ将来の県民に利益がもたらされると期待されてお

ります。この「総合評価方式」には、特別簡易型、簡易型、標準型、高度技術提

案型があり、工事の特性に応じて選択されることとなっております。会員の皆様

には「総合評価方式」を早期にご理解いただき、入札に際し遺漏のないようにお

願いをいたします。 

 最後に、千葉県電業協会の更なる発展と会員の皆様のご発展を祈念申し上げる

と共に、県行政へのよりいっそうのご支援をお願い申し上げます。 

 
 



随筆 

 

 

 

 

 

 

 
 

                      ㈱春日電設    

                              橋 本 邦 彦   

 
 今の仕事にやりがいを感じないので、働くのが嫌

になりやる気が起きてこないから、会社をいつ辞め

ようかということばかり考えてしまう。このように

感じている人は、なぜ今の仕事にやりがいを見出せ

ないのか、自身を問い正して見てはどうでしょうか。

いろいろな理由があるでしょう。人間関係・仕事の

内容・体力の問題など、そして、毎日同じ仕事の繰

り返しで飽きてしまった。どれだけ業績を上げても

会社が正当に評価してくれないし、雑用や単純な仕

事ばかりでやりがいを感じないと思いながら、そし

て、また翌日はこれまでと同じように仕事をこなす、

これが働く普通の姿ではないでしょうか。 
 会社は効率よく稼動しなければなりませんので、営業なら営業、現場担当なら

現場と同じ仕事の繰り返しでマンネリ化してると思います。 
 毎日が繰り返しで面白くないという人は、勤続何十年のベテランよりまだ数年

間しか働いていない人が早く飽きてしまうことが見受けられます。 
 先輩から現場で仕事のやり方や材料の手配等の手順を教えられる。当初は仕事

を早く覚えようと懸命になる。仕事が新鮮であり、毎日が希望に満ちている。と

ころが自分一人でこなせるようになると、覚えてしまえば誰がやっても同じと、

仕事に対して甘えが生じて新鮮味が薄れて来ると飽きを感じてしまう。手順だけ

を追うと単純に見える仕事でも、ベテラン社員は、職人の技量によって結果が変

わることを知っている。 



 また、単純な作業でも気を抜くと大失敗につながることも経験上分かっている

から、集中力がとぎれない。ベテラン社員と新人とでは、同じ仕事をしても集中

して考えていること、注意していることが異なる。仕事の奥深い部分が見えてい

ない新人社員ほど、こんな仕事はつまらない、誰がやっても同じという人が多い。 
 職人といわれる人は、一人前になるまで費やした修行の時間や過酷さを考える

と、決して高い収入を得ているわけではない。それでも自分の仕事に飽きるどこ

ろか、仕事が生きがいという人が多い。自分よりいい仕事ができる人は、そうは

いないと仕事にプライドをもっているから飽きを感じないだろうと思います。飽

きを感じてしまった人は、職人気質を見習ってもう一度見直してみたらどうだろ

うか。 
 いくら残業をしても仕事の時間は限られているのに、やらなければいけない仕

事がなかなか減らない。朝出社したらまた新たな仕事が入るという人、そんな毎

日を過ごしていると疲れてしまう。日々の仕事でいっぱいいっぱいだと、飛び入

りの仕事に対応する事ができない。そんな人は自分のやっている仕事を一度見直

しましょう。今やっている仕事は本当に必要な仕事かどうか、意味のない無駄な

仕事をしていないかどうか。無駄かもしれないけど、将来何かにつながる可能性

あるとか、やることでお客様に繋がる価値があるといった仕事は無駄とは思わな

いが、その他の無駄なことは全てやめてしまう。効率よく仕事をこなすことが一

番だと思います。 
 依頼された仕事をすべて受けるのでなく、自分で出来ない仕事は上手に断る事

も必要と思います。断れない理由は断ると次から仕事がこなくなるのが怖いと思

うからです。受けてお客様に期待どおりの対応ができず悪い印象だけが残るだけ

で、もう声が掛からない状況になってしまいますので、上手にお断りをするのも

仕事だろうと思います。 
 一時間早く出社してみると、集中できる環境があり、誰もいない事務所で仕事

すると集中して仕事に掛かれます。溜まっているメールやＦＡＸの処理も大事で

すが、この時間に仕上げてしまおうと言う仕事だけ集中して一気に片付けること

が大事と思います。そうしないと次の仕事に取り掛かれないし、仕事が進まない

と思います。  
 又、仕事をしようという時に、必要な書類が出てこないと集中力がとぎれてし

まうことがあります。あの書類はどこにあるのか、仕事する前に書類を捜すのが

仕事になってしまいます。人によっては机の上に書類が溜まって何ヶ月も経って

いることがあります。その中へ紛れてしまうと探すことが大変です。整理して用

済みの書類は、思い切って捨ててしまうことです。大事な書類はファイルしてす

ぐ判別できるように置いておく事が、仕事を早く片付ける事になると思います。 
仕事は会社のためにやるのでなく、自分のためにやるものだろうと思います。 



随筆 

 

 

 

 

 

 

 
 

                      環境テクノス㈱  

                              西 鳥 羽  隆  

 
 

 寄稿の依頼に対して自慢する特技も趣味もない私

においては、題材に大変苦慮いたしまして、日々徒然

に思うことを書くことにしました。 

 公私共に事象は異なるにしても、変化のない安堵の

日常を送るのが凡人の生活かと思います。そして、い

ざ特殊な対応が必要な場合、経験や他の意見を取り入

れて、物事にあたり、何とか解決しようと思慮するも

のです。このような繰り返しが経験やノウハウとして

蓄積され、各々の生き抜く知恵となり、変化に順応し

て今があるのだと思います。 

 しかしながら、今日の世情は従来、常識的な行為が

非常識と受け取られ、その逆もあり、困惑することが

多々あります。地域社会に関わろうとするとこのような事があり、田舎育ちの身

の上からして迷惑がられ、「余計なお世話！」と一喝され、段々とご近所意識が薄

れてきます。賢者はこのような状況を避け、結果を想定して行動するのでしょう

が、私も含め迷い人はその場になって試行錯誤の末、大半はよい結果を得られな

いものです。この状態が続けば、孤立し、自然界であれば大方の生物は死滅して

しまいます。個々人が認識を改め、地域社会の絶滅危惧人にならないように心掛

けたいものです。 

 このような認識をあらたにしたのは千葉県電業協会の防災・安全委員として H19

年度事務局のご指導の中、微力ながら活動に参加させて頂き、前述の自治会レベ



ルの関係ではなく、千葉県主導の防災組織に助力する活動を通じての経験です。

当然、自然災害に対して国及び地方自治体が住民の安全を確保する対策・組織を

確立する責務があり、協会もその一翼を担っている訳ですが、家庭内さらにはご

近所との相互協力なくして災害時に円滑な対応ができないと思われます。 

 昨今、防災のほか防犯意識も望まれます。強行犯罪が新聞・テレビで連日のよ

うに流れ、極々近隣で発生しています。世の中が悪い、政治が悪いと酒席で愚痴

るのが常ですが、これもやはり孤立した地域社会が生み出した状況が一因と思い

ます。身近に住まいする住宅団地に自治会があり、役員さんが防災訓練・火災予

防（防犯）巡回等参加の案内を熱心にされていますが、これを機会に積極的に参

加しようと思います。 

 会社に勤め、近所づきあいを家人に任せきりになると緊急時に支障をきたし、

強いては定年で周りを見渡すと人間関係が分からず、孤立、寂しい老後となる、

と先日町内一斉清掃で近づきになった自治会の役員から話を聞き、まったく、そ

のとおり、そのままの生活をしつつあることに気づきました。 

会社人として人との関わりが一番大切と肝に命じて生きてきたのに何と生活の

基盤の地域社会との付き合いが薄かったことを反省する今日この頃です。 
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                      小峯電業㈱      

                              小 峯 健 一  

 
 

毎年冬になると大流行するインフルエンザ。そのウ

ィルスは突然姿を変えることがあり、対策はやっかい

です。 
先日エッセイのご依頼を受けまして何を書こうか

テーマがなかなか決まりませんでしたが、私事を書く

よりも多くの人の興味がありそうな題材の『インフル

エンザ』について書くことにしました。 
『インフルエンザ』は昔、『星の影響』によりなる

病気とされ、５００年前のイタリアで大流行した際に

イタリア語で『影響』を意味する『インフルエンツァ』

という言葉が使われ、その後イギリスではやった際に

英語風に『インフルエンザ』と発音されてこの名前に

なったそうです。 
インフルエンザの種類は大きくは２つに分けられ、世界中に広がりやすいＡ型

と、あまり広がらないＢ型があり、細かく分けると日本で発見されただけでも９

０００種類もあるそうです。 
インフルエンザのウィルスは１万分の１という肉眼では見えない非常に小さな

もので、空気中を漂っていて、鼻や喉から体内に入ります。ウィルスの廻りには

ギザギザの突起がついていて、体内に侵入すると、このギザギザで喉にとりつき

ます。そして粘膜の細胞に入り込み、細胞の中で自分の仲間を増やし、細胞を壊

して別の細胞へと移っていきます。 そういうウィルスの活動に対し、私達の体



がインフルエンザにかかって咳をするのは、喉にとりついたウィルスを外に出そ

うとする働きで、鼻水がでてくるのは、鼻の粘膜を守りながらウィルスを外にだ

してしまおうという働きです。それでもこれだけではウィルスをやっつけること

はできませんので、体は体温を３９度程度まで高くします。ウィルスは熱に弱く、

３９度程度で力を失ってしまうからです。 
インフルエンザの予防にはワクチンの接種が有効とされており、毎年２月にア

メリカ・オーストラリア・イギリス・日本の４カ国の専門家がスイスに集まって

６日間かけて次にどんなウィルスが流行るかを予想して、それに基づきワクチン

が作られます。 
ワクチンを接種すると体がウィルスの突起の形を覚えてこの突起が細胞にささ

らないようにカバーを作り出します。このカバーが抗体です。しかし予想したウ

ィルスの形でなければワクチンは効かず、また普通の風邪には効果がありません。 
それではワクチン以外の予防対策としてはどうしたらいいでしょうか？ 
まずインフルエンザウィルスは寒くて乾燥した所を好みますから、室内を暖か

くして加湿することです。そしてウィルスの周りの突起は脂肪でできているので、

外出して帰った際には石鹸で手を洗って脂肪を洗い流してしまえば手を介しての

体内への侵入は予防できます。そして栄養と睡眠を十分とることも重要です。 
またもしかかってしまったら、マスクを着用すると咳によるウィルスの撒き散

らしを防ぐだけでなく、喉を湿らせ暖かくできるので効果的です。他人にうつさ

ない配慮が実は自分のインフルエンザ対策にもなるのです。 
予防は副作用のない一番の治療です。日々の生活の中での注意をしましょう。 
 




